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小金井市はGPN会員として
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平成３０年（２０１８年）５月１８日発行－７－　　（２６０号） 市 議 会 だ よ り

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

歳
入
確
保
に
つ
い
て
は
何
度
も
主
張
し
て
き
た
。

市
民
１
人
当
た
り
の
歳
入
額
が
、
当
市
は
多
摩　
２６

市
中
最
下
位
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
予
算
が
最
下
位
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を

表
す
。
上
位
３
分
の
１
以
上
に
す
る
た
め
の
行
程

表
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２

０
２
０
で
は
、
個
別
政
策
を
示
し
て
い
な
い
が
、

個
別
政
策
の
事
業
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
目
標

の
設
定
、
進
捗
、
達
成
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
財
政

健
全
化
を
達
成
す
べ
き
。

　

企
画
財
政
部
長　

第
４
次
基
本
構
想
や
、
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
若

年
層
・
子
育
て
世
代
の
定
住
、
生
産
年
齢
・
年
少

人
口
の
維
持
や
増
加
を
目
指
し
、
税
収
確
保
を
し

た
い
。
ま
た
、
全
国
的
に
事
例
が
増
え
て
い
る
公

的
資
産
の
活
用
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
ア
ル
・
エ
ス

テ
ー
ト
戦
略
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、
駅
周
辺
の
都
市
計
画
、
子
育
て
支
援

策
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
入
額額　

市
上
位
３
分
の

市
上
位
３
分
の
１１

２６２６

以
上
へ
の
行
程
を
示

以
上
へ
の
行
程
を
示
せせ

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

　

福
祉
会
館
跡
地
の
地
上
権
処
分
に
つ
い
て
。
契

宗
教
法
人
と
の
協
議
記
録
が
私
宛
に
公
開
さ
れ
た
。

平
成　

年
６
月　

日
、
市
側
は
「
仮
に
市
が
第
三

２９

１５

者
へ
譲
渡
、
賃
貸
し
よ
う
と
し
て
も
、
手
を
挙
げ

る
第
三
者
が
現
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。」と
述
べ

て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
形

な
ぜ
相
手
方
に
価
格
の
提
示
を
依
頼
し
た
の
か
。

市
が
適
正
な
時
価
を
自
ら
調
査
し
て
、
根
拠
を
示

し
て
提
示
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
径
平

成　

年
６
月　

日
、
宗
教
法
人
は
適
切
な
対
価
と

２９

２９

い
う
よ
り
は
、
そ
れ
ま
で
の
市
政
に
対
す
る
「
貢

献
」
を
加
味
し
た
金
額
で
の
処
理
を
提
案
し
て
い

る
。
市
側
は
ど
う
い
う
判
断
を
し
た
の
か
。

　

市
長　

協
議
の
内
容
は
す
べ
て
市
長
で
あ
る
私

の
判
断
で
あ
る
。
契
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
協

議
記
録
が
、
一
般
質
問
で
詳
細
に
質
疑
さ
れ
る
よ

う
な
形
で
使
用
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

形
協
議
の
進
展
を
図
る
た
め
で
あ
る
。
径
合
意
解

除
を
選
択
し
た
こ
と
で
十
分
な
評
価
で
あ
る
。

地
上
権
処
分
に
つ
い

地
上
権
処
分
に
つ
い
てて

「
尋
問
の
筋
、
こ
れ
有
り

「
尋
問
の
筋
、
こ
れ
有
り
」」

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
東
町
一
丁
目
、
五
丁
目
は
交
通
空
白
地
域
で

あ
り
、
コ
コ
バ
ス
の
運
行
を
求
め
る
声
は
高
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
、
コ
コ
バ
ス
ミ
ニ
な
ど

を
走
ら
せ
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

運
行
要
望
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
等
の
導

入
は
、
検
討
事
項
の
１
つ
と
考
え
る
。

　

許
契
処
理
費
用
が
高
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い

て
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
自
主
回
収
を
拡
大

し
な
い
か
。
形
清
掃
関
連
施
設
整
備
計
画
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
を
無
視
し
、
策
定
を

強
行
せ
ず
候
補
地
を
選
定
し
直
さ
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

契
市
内
の
事
業
所
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

市
長　

形
意
見
交
換
を
継
続
し
た
い
。

　

距
都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
、
自
然
と
両
立
し

な
い
。
交
通
量
が　

％
減
少
し
て
い
る
。
計
画
を

３０

見
直
す
よ
う
都
に
強
く
要
請
し
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

今
後
も
都
に
伝
え
た
い
。

コ
コ
バ
ス
の
運
行
は
市
民

コ
コ
バ
ス
の
運
行
は
市
民
のの

声
を
い
か
し
改
善

声
を
い
か
し
改
善
をを

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
平
成　

年
９
月
の
一
般
質
問
で
は
、
強
い
香

２９

り
で
体
調
を
崩
す
「
香
害
」
に
つ
い
て
市
へ
の
相

談
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時

点
で
も
健
康
課
や
消
費
者
相
談
室
へ
の
相
談
が
あ

り
、
保
育
園
や
学
校
も
対
応
し
て
い
た
と
判
明
。

契
香
害
へ
の
認
識
は
。
形
八
王
子
市
消
費
者
セ
ン

タ
ー
が
、
香
料
自
粛
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
を

作
り
、
掲
示
し
た
。
自
治
体
が
で
き
る
予
防
策
は
。

　

市
民
部
長　

契
消
費
者
行
政
の
立
場
か
ら
、
相

談
者
に
と
っ
て
状
況
は
深
刻
で
あ
る
と
推
察
。
柔

軟
剤
の
使
用
は
配
慮
が
必
要
。
形
事
例
を
参
考
に

香
り
の
マ
ナ
ー
啓
発
の
取
組
を
検
討
し
た
い
。

　

許
国
分
寺
市
の
公
民
館
で
は
、「
幼
い
子
の
い

る
親
の
た
め
の
連
続
講
座
」
で
、
６
か
月
児
か
ら

保
育
室
に
申
し
込
め
る
。
一
方
、
小
金
井
市
で
は

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
保
育
園
入

園
前
の
仲
間
作
り
は
今
日
的
課
題
で
あ
る
。
見
直

さ
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

香
害
に
つ
い
て
／
０
歳
か

香
害
に
つ
い
て
／
０
歳
か
らら

の
公
民
館
保
育
室

の
公
民
館
保
育
室
をを

大

腸

が

ん

検

診

の

充
実
を
求
め
る
陳
情
書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

賛
成
の
理
由
は
、
市
民
の
命
と
健

康
に
関
わ
る
が
ん
検
診
は
無
料
で
あ

る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
が
ん
の
重

症
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
早
期
発
見
が

必
要
だ
が
、
有
料
化
に
よ
っ
て
そ
れ

が
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

受
益
者
負
担
の
考
え
は
な
じ
ま
な
い
。

受
診
期
間
が
他
市
よ
り
も
短
い
な
ど

の
状
況
も
あ
り
、
受
診
し
や
す
い
体

制
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

議　

決　

結　

果
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採　択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚
今必要なことは、子どもの育つ権利保障、安定的な財源の確保、認
可保育所の整備、保育士の処遇改善、保育の質の確保などの総合的
な施策を進めることであり、国に対して「待機児解消、保育士等の
処遇改善のための財源確保を求める意見書」の提出を求める。

国に対して「待機児解消、
保育士等の処遇改善のため
の財源確保を求める意見
書」の提出を求める陳情書

趣旨採択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総
本計画そのものを知らない市民が多数いることを踏まえ、①図書館
など、必要とされる市民施設の具体化を進める、②本計画を地域に
知らせ、施設建設に対する意見を聞く等の手立てを講じる、③本計
画を促進するための方策を早急に具体化すること等を求める。

東小金井駅北口まちづくり
事業用地整備活用計画に関
する陳情書

趣旨採択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚
稲穂神社前の通りを南下した所の右側「陸軍」と彫り込まれた境界
線標識がある。現在は、浴恩館の資料館に展示されているものと合
わせて２つしかなく、「陸軍」の「陸」の字が磨滅しかかっており、
段々風化してきている。取り替えて保存することを求める。

文化遺産とおぼしき物の処
理に関する陳情書

不採択×○×○○×○○×××××××○○○○×議×××厚
小金井市は、がん検診の実施期間が年間４５日と短く、また、市民健
康づくり審議会に検診の有料化が諮問された。早期発見及び医療費
軽減のため、①大腸がん検診を引き続き無料とすること、②受診期
間を延長するなど受診率向上のための施策をとることを求める。

大腸がん検診の充実を求め
る陳情書

不採択×○×○××○○×××××××○○○○×議×××総
市歌の制定に当たり、小金井市には、町会・自治会等、小金井市を
肌で知っている方が多く、その中で歌が得意な方に、意気、覇気の
ある精神のこもった市歌の作成を依頼すべきではないだろうか。小
金井市歌を手作りで作成することを求める。

小金井市歌を手作りで作成
する事を求める陳情書

不採択×○×○△○○○×××××××○○○○×議×××総
福祉会館跡地の地上権処分について、①宗教法人との協議記録を議
会に全部提出させ、議会への説明の齟齬がどこにあるか十分に調査
する、②平成１５年当時の単価との大きな開きがなぜ生じるのか個別
具体的に解明する、そして市民に結果を知らせることを求める。

福祉会館跡地の地上権の処
分に関する宗教法人との協
議経過等に関する陳情書

不採択×××△△△×××××××××△△△△×議×××総
市歌の制定に当たり、特定政治勢力の推薦人を作詞・作曲者にすべ
きでなく、そのような者に作詞・作曲を公費で依頼するとなれば、
特定政治勢力の助長を招く。したがって、特定政治勢力の推薦人を
作詞・作曲者に起用することは絶対に避けるよう求める。

「市歌」の制定にあたって、
特定政治勢力の推薦人を作
詞・作曲者に起用しないこ
とを求める陳情書

不採択×○×△××○○×××××××○○○○×議×××総
市歌の制定に当たり、作詞・作曲を専門家に依頼することはあまり
に権威主義ではないだろうか。作詞も作曲も一般市民から募るのが
順当と考える。市民による「市歌」であるなら、必ず市民にも愛さ
れるはずである。市歌は市民の手で創ることを求める。

市歌は市民の手で創ろう！
陳情書

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
負
担
軽

減
と
制
度
改
善
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
昭
和　

年
に
公

４９

明
党
の
主
張
で
始
ま
り
、
現
在
高
齢

者　

万
人
が
利
用
し
て
い
る
。
本
年

１００
３
月
１
日
公
明
党
は
都
知
事
に
対
し
、

所
得
制
限
に
よ
る
年
間
自
己
負
担
額

は
千
円
で
そ
れ
以
上
は
一
律
２
万　
５１０

円
で
あ
り
、
段
階
的
に
軽
減
措
置
を

設
け
、
利
用
実
態
調
査
を
行
う
こ
と

を
求
め
、
都
知
事
は
既
に
検
討
を
約

束
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
反
対
す
る
。

森
友
問
題
に
係
る
公
文
書
改
ざ
ん
問

題
の
責
任
を
厳
し
く
問
い
、
安
倍
内

閣
の
総
辞
職
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

文
書　

か
所
の
書
き
換
え
さ
れ
た

３００

全
文
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
改
ざ
ん

前
の
文
書
に
も
政
治
家
や
首
相
夫
人

の
関
与
が
明
ら
か
に
な
る
事
項
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
近
畿
財
務
局
と
土

地
購
入
希
望
者
と
の
個
別
案
件
で
あ

り
、
内
閣
が
関
与
す
る
事
案
で
は
な

い
。
倒
閣
運
動
と
化
し
た
マ
ス
コ
ミ

報
道
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
判
断

す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

C
C

C
C
C
C
C
C
C


